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1 ．は じめに

　知覚される年齢は 、 実際の 年齢よ りも肌 と顔 の

老化 の 生体指標 となる 1）
。 例 えば医師は 、患者の

健康状態 を推定す る際に 知覚年 齢 と実際 の 年 齢

を比 較す る。実際 、年老 い て見 える人 は不 健康で

ある こ とが 多い 2）
c さ らに、肌 の 色分布等の 光学

特性は 、形状手 が か りとは 独立 に肌年齢や健康 、

推定や魅力に影響す る 3＞。 しか し、肌 は多層構造

の ため 、光 と肌 の相互 作用は複雑で あ る、肌の 反

射 率は 4〜7e／o 程度で あ る 4）
。 残 りの 光は 表皮か ら

拡散 層 を通 っ て 多数に分かれ る 。 す なわち、表 面

下 か らの 拡 散光 は入 射光の 肌細胞 と内部構 造 と

の 相互 作用 の 結果 とし て 生 じる 。 交差偏光法 を適

用すれ ば、表 面下反射か ら表 面反射光を分離す る

こ とがで きる 5）。 こ の 技法は、画像を用 い た肌 診

断 6）や複雑 な肌属性特性 、例 えば肌 の 輝 き等を検

討す るた め に使用 され て きた 7）。そ こ で 本稿で は 、

拡散反 射光 と鏡 面反 射 光 が肌 年齢 の 知覚 に及 ぼ

す 影響 に つ い て 検討 した研究成果を紹介す る。

　 一方、肌 の 光学 的側面の みな らず、肌 質知覚に

関す る皮膚科学、神経科学、 コ ン ピ ュ
ータ科学 と

い う学際的ア ブ U 一チ も盛 ん に な っ て きて い る 4）
。

画 像や 色 彩 の 解析 に よる肌 知覚特性の 検討 も行

なわれ て い るが 、平均値や分散等 の 初等的解析に

留 ま っ て い る 8−12）
。 最近 、 視覚系が画像の 高次統

計量 を手 が か りに し て 光沢 等 を判 断 して い る可

能性が示唆 され て い る 13）
。 また 、 肌 の 反射光 に対

する 2 次、 3 次統 計量の 解析等も行なわれて い る

（11）が 、 肌年齢 へ の 高次画像統計量 の 寄与に つ い て

不 明で あ っ た 。 そ こ で 本稿で は、歪 度等の 高次画

像統計量 を含む肌 画像解析 を行な っ た 研 究成果

に つ い て も紹介する 。
これ らの 研 究成果は 、肌年

齢 とい う、こ れ ま で複雑なプ ロ セ ス と考え られ て

きた認知特性 が 、比較的シ ン プル なモ デル で 説 明

で き、精度 よく予測 で きる こ とを示 して い る。
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2 ．拡散 ・鏡面 反射光の 肌年齢認知 へ の効 果
14｝

　117 名の 日本人女性（13−80 歳 、平均 40．1 歳、

SD17，4 歳）の 顔 写 真 を 蛍光 ラ ン プ （Panasonic

FL20SSENWf18 、相 関色温度 5200K）下 の 部屋 内

で 偏 光 フ ィ ル タ を 装 着 した デ ジ タ ル カ メ ラ

（Nikorl　 Dlx）で 撮影 した。偏光 フ ィ ル タを装着 し

た場 合 （拡散反射光成分の み取得 ： 以下
“diffuse

”

画像 と表記）としない 揚合 （拡散反射光 ＋ 鏡面反

射光成分すべ て を取得 ：以下
“ ful！”

画像 と表記 ）で

同 じ顔の 写真 を撮影 した 。 鏡面反射光 の み の 画像

（以 下
“

specular
”

画像 と表 記） は
‘full” 画 像か ら

“ diffuse
”
画像 を差 し引 くこ と （画素億 び）差分 ）で

生成 した 。 そ の 後、右頬 の 画像領域 を矩形 に 切 り

取 り、刺激パ ッ チ とした。 これ は 、顔の 形状や照

明条件等 の 影響を排除 し、輝 度 ・色 ・テ ク ス チ ャ

の みの 影響 を検討す る ためで ある。使用 した 刺激

の 例 を図 ］ に示 す。

靉
鑿
謹

鑞
覊
翻

鍛
戀
囲

覊
糶
囓
　　　　図 1 使用した肌パ ッチ刺激の 例

（E段 ：

“diffuse”、中段 ；
‘Cfull ”

、 下段 ：　
“
specular

”
）

　8 名 の 視覚機能正常 な被験者（22 −39 歳）が 、色較

正 し た 24．1 イ ン チ の 液 晶 モ ニ タ （EIZO

ColorEdge　CG245W ）上に 呈示 された 刺激パ
ッ チ

を 90cm の 視距離で 観 察 し（視角 5．6　x 　5．6［度］）、

推定 した肌 年 齢 をア ナ ロ グ ス ケ
ー

ル の ス ライ ダ
ーを マ ウス で 動か して 各刺激 3 回ず っ 応答 した 。
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　 図 2 は被験者に よ っ て 推 定 され た 肌 年齢 の 平

均 値 と標準偏差 を縦軸 に 、 横軸に刺激パ ッ チ被写

体 の 実年齢 を横軸 に示 した結果で あ る。絶対値

（回 帰 直 線 の 傾 き ） に は 多少 の ず れ が あ る

が 、
”full”画像 で R ＝ O．93 （p 〈 0，01）、

”diffuse”画

像 で もR ＝ O．97 （p く O．01）の 相関が ある こ とか ら、

刺激パ ッ チ 、 特に 拡散反 射光情報 だけで も比 較的

精 度 よ く年齢を推定可能で ある こ とが わか る。ま

た 、
”fuU”

画像 と
” diffuse” 画像 の 差 の 平均値が 5歳

で あ るこ とか ら、鏡面反 射光成分 （て か り成 分）

は約 5歳分 だ け年齢 を高 く推定 させ る 要因 にな っ

て い るこ とが 明 らか とな っ た。

表 1 推定肌年齢 と L＊，a ＊，b＊との相関関係
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3　 肌年齢認知 と画像統計量
15）

　前節 の
”full’画 像 に さらに 1 枚を加 え た画像 を

用 い て 、10人 の 日本人被験者（21−38 歳、男 8 名 、

女 2 名、平均 24，6 歳）で実験 を行 な っ た結果 と、

各 画像の L＊

，at
，
　b”

の 統計量 （平均 Mean 、 標準

偏差 SD 、 歪 度 Skew ＞と の 相 関関係 を表 1に 示 す。

表 1 は、明度 L 去
と色度 ぴ の 情報 が肌年齢推定の

手 がか りと し て 重 要 で あ る こ とを示 唆 して い る。

具体的に は、明度 P が暗い ほ ど、ま た b歯
が 大き

く （黄色 く）なるほ ど年齢が高め に推定 され る こ

と を示 し て い る 。 また 、 明度 Ltc7）標 準偏差 SD と

歪度 Skew が推 定肌 年齢 と有意に 寄与 して い るこ

とが 示 され た 。 こ れ らの 結果 は 、各肌 質 の 判 定に

上 記パ ラ メ
ー

タ値が 影響 し、その 総合判定結果 と

し て肌年齢が 推定 され るこ とを示唆 して い る。
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4 、ま とめ

　拡散 反射 光成分 の み を含 む画像情報か らで も

精度 よ く肌 年齢を推定で きる こ と、鏡面反射 光成

分が重畳 され るこ とで 約 5歳年齢 を高 く推定 され

る こ とを 示 した。また、画像 中の L
‘k
とbtの 画像 統

計量 が肌質や肌 年齢の 推定に影響 し てお り 、 特に

輝度分布 の 平均値 、 慓準偏差、歪度 の 値が大 き く

関与 して い るこ とが示 され た c 肌質や肌年 齢 も、

画像 の 統 計量等か ら定量的 な予測が可能で あ る。
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